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 第 4 章では、大阪の堀江地区を取り上げ、かつての家具問屋街という固有性を有しつつも集客力
を失った地区が、ファッションに特化された商業地区へと変化する過程を考察した。ここでは、第一
に、地区の持つ真正性や固有性が、地区の再生に大きな可能性を付与したということである。第二に、
都市内部構造における立地や、物的ストックの存在が地区の変容を可能にした側面があるということ
である。第三に、堀江の事例は、欧米の多くの場合と異なり、社会的コンフリクトやジェントリフィ
ケーションのプロセスをともなわない知識経済化の過程であったことにも言及している。これは、社
会経済状況の悪化を直接的な契機としない、日本ならではの都市再生事業の特徴を示すものとして、
重要な指摘である。 
第 5 章は、阿倍野地区における、長屋への新たな価値付与の過程と都市再生を目指した市民活動
の取り組み、ならびに大阪市の都市政策を対象に検討を加えている。建物の質や居住者属性を考慮す
ることなく、戦前の木造建築の除却を推進する今日の大阪市施策の特徴、戦後の都市の「工業化」が
形成した均質な街並みと住民の無関心とが、オルタナティブな都市再生を目指す住民グループの活動
契機ともなっていることを示した。ここでは、こうした住民グループの思考が、モダニズム的な大阪
市の密集市街地整備事業と相容れないものであることから、その活動の広がりが抑制されている点も
指摘されている。 
 終章では、研究の課題に即して本論文で得られた知見がまとめられている。ここでは、フランスの
都市政策にも日本の都市政策にも、新自由主義／企業家主義への収斂が確認されたとはいえ、各国・
各都市の独自のコンテクストの存在が、都市政策や都市再生の展開を多面的なものとしており、それ
がオルタナティブな動きを生じさせる契機を含むものであることを明らかにした。 
 総じて、本論文は、日仏両国を対象として、その社会／経済／政治的コンテクストの違いによって、
一見類似の政策手法／空間形成手法を用いたとしても、都市政策や都市再生の展開を多面的なものと
していることを丹念に描出するとともに、企業家主義的／新自由主義的都市再生とは異なるオルタナ
ティブな都市再生の萌芽を見いだし、それに検討を加えた研究として高く評価できる。特に、パリ郊
外、プレーン・サン・ドニ地域、および大阪近郊、阿倍野地区における旧社会住宅企業や地元住民を
中心とするアソシアシオン型組織による主体的な都市再生の取り組みを、企業家主義的／新自由主義
的、あるいはモダニズム的な都市改造を目指す都市政策との関係の中で分析した点は、今日における
都市再生事業の評価に対して新たな知見を加えた研究として大きな意義を持つ。しかしながら、日本
における「都市再生特別措置法」制定（2002 年）以降の施策群の特徴、制度（規制）の変化が地区
の物的更新に及ぼした影響、新規参入者に対して用途変更された建造物を賃貸する所有者が地区の再
生に果たした役割など、事業の多面性を特徴づける要因が存在しているが、これらについては必ずし
も十分な検討がなされていない点が惜しまれる。今後の課題は、こうしたオルタナティブな都市再生
の新たな動きを、民間セクターによる資源再配分のあり方として捉え直しながら、その可能性をより
説得的に提示していくことであるが、その展開の見通しは充分に立っているものと期待される。 
 以上の所見により、本論文は大阪市立大学博士（文学）の学位を授与するに値すると認められる。 
 
 
 
 
 
 
 
